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20
コンクリート

圧送負荷20N/mm2の実大圧送実験によるコンクリートの圧送性検討

研究の目的

現在，日本では高さ300m級の超高層ビルの施工実績が増えつつあります。今後も高さ300mを超えるビルの建設が計画さ
れており，国内での経験が乏しい高圧力を要するコンクリート圧送が必要となります。しかし，このような高圧圧送に関す
る施工事例や研究事例は限られており，高圧圧送によるコンクリート品質への影響や実現可能な圧送速度等については十
分な知見がありません。本研究は今後の実施工に向けて高圧圧送のための基礎資料を得ることを目的としています。

技術の特長

本研究では国内最大級となる20N/mm2程度の高圧力が生じる実大圧送実験を実施しました。高圧圧送において課題があ
ると考えられる軽量コンクリートや高強度コンクリートを実験対象とし，圧送配管内の圧力計測ならびに圧送前後におけ
るコンクリートのフレッシュ性状および圧縮強度の検討を行いました。また，高圧圧送で生じる管内圧力損失とコンクリー
トの見かけの塑性粘度との関係を求め，V漏斗を用いた簡易な試験で管内圧力損失を推定できることを明らかにしました。

主な結論と今後の展開

高圧圧送時の圧送速度と管内圧力損失の関係等の実施工に資するデータを取得しました。高圧圧送を行った結果，コンク
リートの種類によっては従来の一般的な圧送と比べて圧送後の流動性が著しく低下しました。しかし，単位水量の増大やシ
リカフュームの混入等のコンクリート調合の改善によって，圧送後の流動性の著しい低下を抑制できることが分かりまし
た。また，圧送前後の圧縮強度は同程度であることを確認しました。今後は本研究結果をもとに実施工時の調合選定ならび
に圧送計画を進めていきます。
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管内圧力の変化を計測

圧送配管状況 簡易な試験により管内圧力損失を推定


